
同
志
社
礼
拝
堂
の
保
存
修
理
工
事
概
要

同
志
社
礼
拝
堂
は
昭
和
三
十
八
年
七
月
一
日
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

(
文
化
財
保
護
委
員
会
告
示
第
三
十
六
号
)
。
そ
の
指
定
説
明
の
中
に
「
明
治

欧
風
誕
歌
の
も
っ
と
も
盛
ん
な
時
代
に
お
け
る
数
少
な
い
煉
瓦
造
建
築
遺
構
で

ア
メ
リ
カ
人
の
設
計
及
び
日
本
人
の
施
工
に
な
る
純
洋
風
建
築
で
あ
る
と
い
う

点
で
文
化
史
的
価
値
が
高
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

同
志
社
の
最
初
の
礼
拝
堂
は
明
治
十
四
年
に
小
規
模
な
木
造
で
建
て
ら
れ
て

い
た
が
、
同
十
八
年
に
煉
瓦
造
で
建
て
替
え
ら
れ
た
の
が
現
存
礼
拝
堂
で
あ
る
。

明
治
十
六
年
に
建
設
着
手
さ
れ
た
同
志
社
で
初
め
の
煉
瓦
造
建
築
の
彰
栄
館
竣

工
後
間
も
な
く
書
籍
館
(
現
有
終
館
)
と
伴
に
同
時
に
着
工
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
三
棟
は
設
計
指
導
に
宣
教
師
D
 
・
C
 
・
グ
リ
ー
ソ
が
明
治
十
五
年
t
二
十
年

の
問
、
同
志
社
在
職
中
に
担
当
し
た
こ
と
が
新
島
襄
の
、
記
事
に
み
ら
れ
、
彼
の

宣
教
師
と
し
て
の
立
場
を
越
え
て
洋
風
建
築
家
と
し
て
新
島
襄
の
招
来
を
受
け

た
も
の
と
想
わ
れ
る
。
グ
リ
ー
ソ
は
同
志
社
以
前
に
は
神
戸
に
住
み
、
外
国
人

居
留
地
の
ユ
、
一
オ
ソ
教
会
礼
拝
堂
の
建
設
に
携
わ
っ
た
よ
う
で
、
同
志
社
の
礼

拝
堂
と
外
観
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
グ
リ
ー
ソ
が
両
建
物
を
設
計
し
た
と

す
る
推
測
は
あ
な
が
ち
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

同
志
社
の
礼
拝
堂
を
は
じ
め
他
二
棟
建
設
の
施
工
を
担
当
し
た
の
は
日
本
人

大
工
で
あ
っ
た
と
す
る
が
そ
の
こ
と
は
事
実
で
、
礼
拝
堂
及
び
籍
館
は
京
大

工
棟
梁
家
の
三
上
吉
兵
衛
が
請
負
っ
て
い
る
。
棟
札
等
の
資
料
か
ら
施
工
者
の

名
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
彰
栄
館
の
施
工
大
工
は
当
時
上
京
在
住
の
尾
滝
菊

太
郎
壽
負
っ
た
ら
し
く
、
大
工
小
島
佐
兵
衛
が
実
際
の
施
工
を
行
な
っ
た
。

の
ち
小
島
は
ハ
リ
ス
理
化
学
館
建
設
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
0

礼
拝
堂
に
先
立
っ
て
建
設
さ
れ
た
彰
栄
館
は
主
体
を
煉
瓦
造
で
築
き
上
げ
て

い
る
も
の
の
内
部
の
間
仕
切
り
壁
は
土
蔵
式
の
土
壁
で
あ
り
、
和
小
屋
と
し
、

屋
根
は
桟
瓦
葺
に
す
る
な
ど
ま
だ
ま
だ
純
然
た
る
洋
風
建
築
技
術
だ
け
で
建
設

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
和
洋
混
渚
の
建
物
と
云
わ
ざ
る
を
得
ず
、

日
本
的
技
法
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
礼
拝
堂
で

は
鋏
ト
ラ
ス
、
槌
梁
等
を
用
い
、
そ
の
小
屋
組
を
そ
の
ま
ま
現
わ
し
、
屋
根
野

地
板
を
斜
め
に
張
り
合
わ
せ
て
構
造
上
有
効
な
斜
材
の
役
目
を
負
わ
せ
、
屋
根

を
プ
レ
ス
成
形
の
鉄
板
葺
と
す
る
な
ど
、
既
製
の
伝
統
的
な
建
築
技
術
か
ら
み

て
思
い
付
き
よ
う
も
な
い
新
技
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
數
会
堂
と
し

て
一
室
広
間
の
大
空
間
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
、
側
廊
を
省
略
し
た

身
廊
だ
け
の
簡
素
な
空
問
に
ま
と
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
薔
薇
窓
、

二
連
窓
の
ス
テ
ソ
ド
グ
ラ
ス
が
雰
囲
気
を
高
め
て
い
る
。
三
上
家
所
蔵
の
請
負

履
歴
書
に
よ
る
と
礼
拝
堂
の
建
設
以
前
に
京
都
田
中
村
の
撚
糸
場
を
木
造
で

「
西
和
折
中
L
 
で
建
て
、
麻
布
紡
績
会
社
の
六
0
0
坪
の
建
物
を
煉
瓦
造
で
建

中
尾
正
治
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て
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
三
上
氏
は
当
時
の
新
技
術
を
遵
入
し
た
建
築
に
い

ち
速
く
か
ら
手
掛
け
、
経
験
を
蓄
積
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
礼
拝
堂
の
建
設

に
際
し
て
も
手
償
れ
た
と
こ
ろ
を
駆
使
し
た
も
の
と
推
祭
さ
れ
る
。

礼
拝
堂
は
煉
瓦
造
階
建
、
切
妻
造
、
妻
入
で
正
面
に
玄
関
、
背
面
に
半
八

角
形
の
ア
プ
ス
が
付
き
、
要
所
に
バ
,
ト
レ
ス
(
控
讐
が
取
り
付
く
。
造
立

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
使
用
上
の
都
合
に
ょ
り
所
々
に
修
理
改
変
の
状
況
が
み

ら
れ
る
。
創
建
頃
の
古
写
真
を
見
る
と
旧
は
大
屋
根
棟
及
び
玄
関
屋
根
棟
の
全

長
に
互
っ
て
櫛
形
の
棟
飾
り
が
、
大
屋
根
棟
北
端
に
十
字
架
状
の
棟
端
飾
り
が

立
ち
、
東
西
の
煙
突
頂
部
に
矢
形
の
風
見
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し

錆
化
が
進
み
雨
漏
り
の
原
因
と
も
な
っ
た
の
で
昭
和
初
め
頃
に
撤
去
さ
れ
た
。

ま
た
屋
根
葺
材
の
プ
レ
ス
鉄
板
は
昭
和
四
十
四
年
に
葺
替
え
ら
れ
た
も
の
で
当

初
に
使
用
さ
れ
て
い
た
鉄
板
は
そ
の
一
部
が
保
存
さ
れ
て
い
て
、
一
ハ
ハ
ニ
年

四
月
四
日
の
押
型
銘
が
入
り
、
明
治
十
五
年
に
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
っ

た
。
内
部
の
床
は
元
来
、
杉
板
張
り
で
あ
っ
た
が
フ
ロ
フ
り
ソ
グ
ボ
ー
ド
に
張
り

替
え
ら
れ
、
座
席
も
床
に
直
接
固
定
さ
れ
た
鋳
脚
の
合
板
椅
子
に
変
更
さ
れ
て

い
る
。
座
席
は
元
は
円
弧
状
を
し
た
木
製
椅
子
で
あ
り
、
ま
た
南
及
び
東
西
の

三
方
壁
面
に
添
っ
て
腰
掛
け
座
席
が
造
り
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
古
写
真
、

痕
跡
か
ら
分
か
る
。

竣
工
間
の
な
い
明
治
二
十
二
年
に
中
二
階
の
落
下
事
故
が
発
生
し
一
部
破
損

し
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
主
に
基
礎
、
柱
、
梁
の
改
修
の
た
め
手
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
末
年
頃
に
昇
降
階
段
の
幅
が
安
全
の
た
め
約
三
十
セ

ソ
チ
メ
ー
ト
ル
拡
幅
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
中
学
校
生
徒
数
が
一
挙
に
増
員
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
昭
和
二
十
六
年
に
新
彰
栄
館
が
建
設
さ
れ
、
礼
拝
堂
の
使
用



に
際
し
て
も
座
席
の
増
設
が
計
画
さ
れ
、
中
二
階
の
床
拡
張
と
な
り
、
階
段
も

中
央
一
箇
所
か
ら
左
右
二
箇
所
に
改
め
ら
れ
、
正
面
出
入
口
の
内
開
き
戸
が
外

開
き
に
付
け
替
え
ら
れ
た
。

建
物
内
の
照
明
は
当
初
に
は
身
廊
の
中
央
附
近
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
古
式
で

色
彩
豊
か
な
シ
十
ソ
デ
リ
フ
風
金
属
製
の
シ
ェ
ー
ド
を
付
け
た
オ
イ
ル
ラ
ソ
プ

が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
明
治
三
十
九
年
頃
に
な
る
と
白
熱
電
灯
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
次
い
で
昭
和
三
十
三
年
頃
か
ら
現
在
の
蛍
光
灯
照
明
が
利
用
さ
れ

る
よ
、
つ
に
な
っ
た
0

地
下
室
に
は
煙
突
最
下
部
に
開
け
ら
れ
た
排
煙
孔
及
び
煤
出
し
口
を
兼
ね
た

通
風
孔
と
身
廊
床
の
中
央
附
近
二
箇
所
に
設
け
ら
れ
た
暖
気
取
り
入
れ
口
、
そ

し
て
ス
ト
ー
プ
設
置
跡
、
石
炭
屑
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
は
初
め
床
下

暖
房
に
使
用
す
る
部
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
保
存
修
理
に
伴
う
調
査
に
よ
っ
て
建
築
当
初
の
姿
と
そ
の
変

遷
が
概
ね
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
記
述
す
る
こ
と
に
し
た
。

礼
拝
堂
関
係
略
年
表

明
治
十
四
年
(
一
八
八
こ
十
二
月
、
最
初
の
礼
拝
堂
が
木
造
平
屋
建
て

で
建
て
ら
れ
た
。
当
時
の
正
面
(
弘
風
館
の
北
東
あ
た
り
)
近
く
に
位
置
し
た
。

明
治
十
五
年
(
一
八
八
三
四
月
四
日
、
現
礼
拝
堂
の
当
初
に
使
用
さ
れ

て
い
た
屋
根
葺
き
鉄
板
碓
作
さ
れ
る
。
春
t
二
十
年
末
ま
で
D
 
・
C
 
.
グ

リ
ー
ソ
、
同
志
社
に
在
職

明
治
十
六
年
(
一
八
八
三
)
十
二
月
二
十
一
日
、
彰
栄
館
定
礎

明
治
十
七
年
(
一
八
八
四
九
月
十
五
日
、
彰
栄
館
竣
工
(
献
堂
式
)

明
治
十
八
年
(
一
八
八
五
二
月
十
日
、
礼
拝
堂
・
書
籍
館
工
事
着
手
。

十
二
月
十
八
日
、
上
記
二
棟
定
礎

明
治
十
九
年
(
一
八
八
六
)
六
月
二
十
五
日
、
礼
拝
堂
献
堂
(
捧
堂
式
)
。

十
一
月
二
十
五
日
、
礼
拝
堂
及
び
書
籍
館
竣
工

明
治
二
十
年
(
一
八
八
七
)
十
一
河
十
五
日
、
書
籍
儒
館

明
治
.
一
十
二
年
(
一
八
八
九
)
四
月
二
十
二
日
、
礼
拝
堂
需
演
会
中
に
中

二
階
の
落
下
事
故
が
発
生
、
そ
の
後
、
堅
固
に
改
修
。
十
一
月
十
五
日
、
波

理
須
理
化
学
館
定
礎

明
治
二
十
三
年
(
一
八
九
0
)
三
月
二
十
六
日
、
波
理
須
理
化
学
館
上
棟
。

七
月
、
理
化
学
館
竣
工

明
治
二
十
五
年
(
一
八
九
二
)
十
一
月
四
日
、
ク
ラ
ー
ク
神
学
館
定
礎

明
治
二
十
六
年
(
一
八
九
毛
四
月
八
日
、
神
学
館
上
棟

明
治
二
十
七
年
(
一
八
九
四
)
一
月
三
十
日
、
神
学
館
開
館
式

明
治
三
十
七
年
(
一
九
0
四
)
九
月
、
礼
拝
堂
内
部
に
ス
ト
ー
ブ
を
据
え
付

け
る
。

明
治
三
十
九
年
(
一
九
0
六
)
二
月
卜
六
日
、
礼
拝
堂
内
部
の
従
来
の
オ
イ

ラ
ソ
プ
を
改
め
、
こ
の
日
よ
り
電
灯
を
使
用
す
る
。

レ
昭
和
六
年
(
一
九
三
こ
演
壇
上
部
の
尖
頭
ア
ー
チ
下
端
の
補
強
は
こ

の
頃
か
?

昭
和
二
十
六
年
(
一
九
五
一
)
こ
の
頃
、
中
二
階
の
床
を
拡
張
し
、
階
段
状

床
組
を
構
成
。

昭
和
三
十
三
年
(
一
九
五
△
こ
の
頃
に
礼
拝
堂
照
明
が
現
在
使
用
の
蛍
光

灯
照
明
に
替
え
ら
れ
た

昭
和
三
十
八
年
(
一
九
六
三
)
七
月
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。
八
月
、

床
及
び
床
組
の
修
理
と
な
り
合
板
座
席
が
置
か
れ
、
中
二
階
床
の
補
強



昭
和
四
十
三
年
(
一
九
六
△
十
月
t
翌
年
一
月
、
礼
拝
堂
屋
根
葺
き
替
え

昭
和
六
十
一
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
礼
拝
堂
の
構
造
補
強
を
主
と
し
た
保

存
調
査
工
事
を
実
施

昭
和
六
十
二
年
五
月
か
ら
昭
和
六
十
五
年
末
ま
で
の
予
定
で
保
存
修
理
工
事

を
実
施
中

煉
瓦
造
建
物
に
お
け
る
構
造
補
強
の
コ
ソ
セ
プ
ト
は
、
建
物
の
「
耐
震
安
全

性
」
を
確
保
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
現

在
、
同
志
社
な
ど
に
建
て
ら
れ
、
残
存
し
て
い
る
煉
瓦
造
建
物
が
既
往
の
大
地

露
で
ど
の
よ
う
な
被
害
を
被
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
壊
れ
か
た
を
す
る
の
か
を

知
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
昭
和
四
十
一
年
に
ト
ル
コ
共
和
国
東
部
の
高
原
地
に
発

生
し
た
バ
ル
ト
地
震
に
ょ
る
と
、
地
上
二
階
建
程
度
の
煉
瓦
造
低
層
建
物
の
震

災
崩
壊
例
に
、
煉
瓦
壁
体
と
床
組
と
の
構
造
的
結
合
が
や
や
不
完
全
で
あ
っ
た

た
め
、
震
動
中
の
壁
体
の
変
形
、
移
動
に
ょ
り
屋
根
小
屋
組
や
上
層
階
の
床
組

構
造
の
支
端
が
煉
瓦
壁
か
ら
脱
落
し
、
小
屋
組
や
床
全
体
が
下
層
へ
落
下
す
る

と
い
う
悲
惨
な
も
の
で
あ
り
、
他
に
窓
・
出
入
口
等
の
開
口
部
の
上
縁
で
あ
る

媚
、
ア
ー
チ
部
分
の
破
損
に
伴
う
煉
瓦
壁
体
の
部
分
的
崩
壊
で
あ
っ
た

彰
栄
館
や
礼
拝
堂
が
無
補
強
の
ま
ま
不
幸
に
も
崩
壊
す
る
パ
タ
ー
ソ
が
み
ら

れ
る
と
き
、
嘉
の
ト
ル
コ
の
状
況
が
充
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
{
女
全

の
確
保
と
い
う
点
を
配
臘
し
、
並
び
に
文
化
財
建
造
物
と
し
て
の
可
及
的
な
保

存
を
計
る
た
め
、
そ
の
対
策
と
し
て
構
造
補
強
を
施
す
こ
と
が
緊
急
な
課
題
と

な
っ
て
い
た

同
志
社
は
明
治
時
代
に
建
築
し
た
五
棟
の
煉
瓦
造
建
物
の
う
ち
、
最
初
の
根

本
的
な
構
造
補
強
が
施
さ
れ
た
の
は
有
終
館
で
、
昭
和
三
年
の
失
火
で
内
部
を

焼
失
し
た
の
が
原
因
で
あ
り
、
の
ち
同
五
年
に
修
理
方
法
と
し
て
建
物
壁
体
内

側
に
添
っ
て
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
造
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
一
年
に

リ
ス
理
化
学
館
に
も
主
に
壁
体
内
側
に
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
か
打
た
れ
補
強

が
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
二
棟
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
以
前
に
構
造
補
強

の
た
め
内
部
の
状
況
が
大
き
く
改
変
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
室
内
を
除
く
外
観

だ
け
の
指
定
と
な
っ
て
い
る
。

従
来
の
煉
瓦
造
建
物
の
耐
震
補
強
法
と
し
て
は
、
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
造
と

鉄
骨
造
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
鉄
材
は
錆
化
す
る
が
、
と
く
に
工

ソ
ク
リ
ー
ト
は
表
面
の
酸
化
な
ど
に
ょ
っ
て
約
五
十
年
で
劣
化
の
傾
向
を
示
し

て
く
る
。
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
の
場
合
、
内
部
に
コ
ア
を
築
く
関
係
上
、
耐
震

壁
を
計
画
し
易
い
が
、
こ
の
補
強
法
に
ょ
っ
て
充
分
な
壁
量
を
得
よ
う
と
す
る

と
内
壁
面
の
大
幅
な
改
変
が
必
要
で
、
内
部
空
間
の
雰
囲
気
と
機
能
か
損
な
わ

れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
ハ
リ
ス
理
化
学
館
等
が
挙
げ
ら
れ

よ
、
つ
0一
方
鉄
骨
造
の
場
合
は
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
補
強
法
に
比
し
て
内
部
空
間
の

保
存
度
は
大
き
く
、
ま
た
将
来
劣
化
部
材
の
取
り
替
え
が
容
易
で
有
利
な
利
点

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
礼
拝
堂
よ
り
先
ん
じ
て
構
造
補
強
修
理
が

施
さ
れ
た
彰
栄
館
は
煉
瓦
壁
体
を
鉄
骨
で
支
承
す
る
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。
同

志
社
で
は
三
度
目
に
補
強
修
理
を
行
っ
た
建
物
と
な
っ
た
が
、
煉
瓦
造
建
物
全

体
に
鉄
骨
補
強
を
用
い
た
こ
と
は
我
国
に
お
い
て
先
駆
的
な
存
在
に
な
っ
て
い

る
0
な
お
、
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
も
建
物
の
南
東
隅
付
近
に
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
造

の
バ
"
ト
レ
ス
(
控
壁
)
状
の
補
強
控
柱
が
付
設
さ
れ
て
い
る
。

礼
拝
堂
の
構
造
補
強
に
つ
い
て
は
当
建
物
が
建
設
後
約
百
年
を
経
過
し
た
純

煉
瓦
造
建
造
物
で
あ
り
、
今
後
も
可
及
的
に
保
存
活
用
を
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る

ノ'、
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な
ら
ぱ
、
煉
瓦
壁
体
自
体
そ
の
も
の
は
著
し
い
損
傷
は
少
な
い
も
の
の
後
述
す

る
よ
う
な
構
造
上
及
び
耐
鯉
上
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
耐
震

構
造
補
強
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

建
物
の
南
北
面
の
妻
壁
は
高
さ
約
十
六
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
そ
の
下
層
部
に

は
玄
関
や
フ
プ
ス
の
突
出
部
が
付
設
さ
れ
て
い
る
が
、
上
層
部
は
壁
厚
は
薄
く

完
全
な
独
立
煉
瓦
壁
で
あ
り
、
激
震
時
の
転
倒
モ
ー
メ
ソ
ト
に
対
す
る
抵
抗
は

殆
ど
期
待
で
き
な
い
。
ま
た
東
西
バ
ッ
ト
レ
ス
柱
列
付
の
壁
は
二
連
窓
に
ょ
っ

て
開
口
比
が
大
き
い
こ
と
に
ょ
り
激
震
時
に
軒
蛇
腹
が
破
壊
さ
れ
、
屋
根
の
ト

ラ
ス
架
構
の
倒
壊
を
招
く
可
能
性
が
あ
る

以
上
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
耐
穩
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
考
え
に
基
っ
い

て
構
造
補
強
を
計
画
し
た
。
南
北
盡
内
側
に
添
っ
て
鉄
骨
を
控
壁
構
造
に
組

み
、
東
西
バ
,
ト
レ
ス
柱
列
壁
体
内
に
は
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
柱
と
鉄
骨
喪

壁
を
埋
設
し
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
壁
体
の
倒
壊
を
極
力
防
止
し
安
定
し
九
保
存

を
計
る
が
、
建
物
の
外
観
を
尊
重
し
、
内
部
の
空
間
構
成
の
雰
囲
気
を
損
な
わ

な
い
よ
う
に
補
強
法
に
配
廟
が
な
さ
れ
た

今
回
の
修
理
工
事
で
は
、
礼
拝
堂
は
修
理
後
も
従
来
通
り
誠
堂
を
兼
ね
る
も

の
と
し
て
利
用
さ
れ
る
子
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
内
部
の
復
元
は
将
来
に
託
す
る

こ
と
に
し
、
構
造
補
強
の
ほ
か
は
棟
飾
り
等
の
復
旧
に
と
ど
め
た
。
ま
た
小
屋

組
ト
ラ
ス
の
端
末
部
と
そ
れ
を
支
承
す
る
敷
桁
が
雨
水
侵
入
等
に
ょ
る
原
因
で

大
き
く
腐
朽
し
て
い
た
た
め
、
敷
桁
は
総
て
取
り
替
え
、
防
水
と
排
水
効
率
を

高
め
る
工
夫
を
施
す
。
徠
結
に
ょ
る
損
傷
の
著
し
い
煉
亙
は
取
り
替
え
、
目
地

材
は
砂
漆
喰
で
付
着
力
が
劣
化
し
て
い
る
の
で
樹
脂
含
浸
等
に
ょ
る
強
度
回
復

を
は
か
る
。
復
元
す
る
棟
飾
り
、
風
見
は
古
写
真
か
ら
他
部
材
寸
法
と
の
比
率

を
算
出
し
て
概
形
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
に
、
今
回
の
保
存
修
理
工
事
に
先
立
っ
て
実
施
さ
れ
九
調
査
工
事
は
総

事
業
費
二
千
万
円
(
国
庫
補
助
金
五
0
%
)
、
工
期
十
二
力
月
で
完
了
し
た
。
引

続
い
て
保
存
工
事
は
総
事
業
費
予
算
で
三
億
五
千
万
円
禽
庫
補
助
金
五
0

%
)
、
工
期
は
四
十
四
力
月
の
予
定
で
実
施
中
で
あ
り
、
長
期
間
を
要
す
る
工

事
と
な
っ
た
。
修
理
に
伴
う
復
元
作
業
は
建
物
当
初
の
状
況
を
出
来
得
る
限
り

克
明
に
把
握
で
き
る
資
料
を
整
理
し
、
現
状
の
変
更
と
い
う
文
化
財
保
護
法
に

則
し
た
方
法
で
資
料
を
作
成
し
文
化
庁
か
ら
許
可
を
得
た
の
で
変
更
の
可
能
な

箇
所
(
棟
飾
り
等
)
は
復
元
を
行
う
予
定
に
し
て
い
る
。

(
京
都
府
教
壱
庁
指
導
部
文
化
財
保
踵
課
建
造
物
係
技
処

南妻煉瓦内側に添って構築された補強鉄骨
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京
都
市
指
定
文
化
財

新
島
襄
旧
邸

ー
そ
の
建
築
と
家
具
に
つ
い
て
ー

新
谷
昭
夫

明
治
時
代
の
初
め
に
建
て
ら
れ
た
新
島
襄
旧
邸

゛
、
、
力も
洋
風
住
宅
の
早
い
例
と
し
て
貴
重
な
文
化
財
で
あ

り
、
京
都
市
で
は
昭
和
六
十
年
六
月
一
日
、
市
指
定

文
化
財
と
し
て
指
定
す
る
と
と
も
に
、
翌
年
六
同
二

日
に
は
旧
邸
の
な
か
に
残
さ
れ
て
い
た
家
具
五
十
八

0
け
丸
,

点
に
つ
い
て
も
附
と
し
て
指
定
し
た
。

こ
こ
で
は
、
新
島
襄
旧
邸
の
建
築
と
家
具
に
つ
い

て
、
簡
単
な
紹
介
を
お
こ
な
い
た
い
。

京
都
は
文
化
財
の
宝
庫
と
い
わ
れ
る
。
じ
じ
つ
、

文
化
財
保
護
法
に
よ
っ
て
国
の
指
定
を
受
け
て
い
る

重
要
文
化
財
の
約
十
五
.
ハ
ー
セ
ソ
ト
(
国
宝
で
は
約

二
十
.
ハ
ー
セ
ソ
ト
)
が
、
京
都
市
内
に
集
中
し
て
お

り
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
国
指
定
文
化
財
の
ほ
か
に
・
も
、

京
都
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
文
化
財
が
数
多
く

残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
の
急
激

な
都
市
変
貌
や
多
様
化
す
る
生
活
様
式
の
な
か
で
、

未
指
定
の
文
化
財
は
そ
の
保
存
が
困
鄭
な
状
況
に
な

つ
て
き
て
お
り
、
そ
こ
で
京
都
市
で
は
昭
和
五
十
七

年
四
月
一
日
、
京
都
市
文
化
財
保
護
条
例
を
施
行

し
、
条
例
に
基
づ
き
文
化
財
指
定
を
進
め
て
い
る
。

さ
て
、
同
志
社
の
関
連
で
は
礼
拝
堂
、
彰
栄
館
等

五
棟
が
す
で
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

国
し
た
。
当
籾
彼
は
候
補
地
と
し
て
大
阪
を
考
え
て

た
が
、
大
阪
府
知
事
渡
辺
昇
か
ら
ア
メ
リ
カ
宣
教

見師
の
一
屡
入
を
拒
否
さ
れ
、
そ
こ
で
新
島
が
つ
ぎ
に
候

補
に
あ
げ
た
の
が
京
都
で
あ
っ
た
。
明
治
八
年
四
月
、

京
都
府
参
事
根
村
正
直
、
同
顧
問
山
本
覚
馬
に
会
い

協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
二
人
は
と
も
に
妊
高
で
、

一

、

ゞ

Y

新
襄
旧
邸
の
建
設
ま
で

新
島
襄
は
、
十
年
閻
に
わ
た
る
フ
メ
リ
カ
の
7
ー

モ
ス
ト
・
カ
レ
"
ジ
、
フ
ソ
ド
ー
ヴ
プ
ー
神
学
校
へ

の
留
学
の
の
ち
、
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
、
日
本

に
キ
リ
ス
ト
教
大
学
を
開
設
す
る
こ
と
を
目
的
に
帰

゛

、

一

1

.

゛

、゛、、'
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と
く
に
山
本
は
京
都
で
の
学
校
設
立
を
新
島
に
勧
め

て
い
る
。
こ
う
し
て
五
月
末
、
京
都
で
の
学
校
設
立

が
決
定
さ
れ
た
。

学
校
の
敷
地
は
山
本
覚
馬
の
所
有
地
で
あ
っ
た
旧

薩
摩
藩
邸
を
談
り
受
け
、
す
ぐ
に
「
私
塾
開
業
願
」

を
文
部
省
に
提
出
し
、
同
八
年
九
月
に
は
学
校
開
設

が
承
腎
れ
た
。
校
舎
が
新
築
さ
れ
る
ま
で
は
、
寺

町
通
丸
太
町
上
る
松
蔭
町
十
八
番
地
の
華
族
高
松
保

実
邸
の
半
分
を
借
り
受
け
て
仮
校
舎
と
し
、
十
一
月

二
十
九
日
、
こ
こ
に
「
官
許
黒
社
英
学
校
」
が
開

校
し
た
。

新
島
は
こ
の
問
、
当
初
は
山
本
家
に
寄
宿
し
、
開

校
と
と
も
に
新
鳥
丸
頭
町
に
移
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
借
家
で
あ
っ
突
め
、
翌
九
年
に
彼
は
高
松
邸
を

濱
岡
光
恒
名
義
で
買
い
と
り
、
十
一
年
五
月
一
日
、

自
邸
の
建
設
に
着
手
し
た
。
現
在
の
旧
邸
は
こ
の
と

き
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
『
屋
宇
建
築
届
』

こ
は
、
「
私
義
此
度
御
匪
内
松
蔭
町
十
八
番
地
所

ι
イ
を
地
主
丸
太
丁
上
ル
東
側
住
京
都
府
士
族
濱
岡
光
恒

よ
り
借
用
仕
屋
宇
ニ
ケ
所
本
日
よ
り
建
築
に
可
取
懸

候
間
此
段
御
届
申
上
候
」
と
あ
り
、
旧
邸
と
は
別
に

も
う
一
棟
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、

現
在
旧
邸
の
西
北
に
建
っ
木
造
の
平
家
の
こ
と
で
、

両
親
の
隠
居
所
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
工
事
は
九
月

初
め
に
は
ほ
ぽ
完
成
し
て
お
り
、
同
月
七
日
新
島
は

新
烏
丸
頭
町
よ
り
移
り
、
さ
ら
に
九
日
に
は
両
親
.

姉
等
も
転
居
し
て
い
る
。

設
計
者
・
施
工
者
は
明
確
で
な
い
が
、
宣
教
医
W
・

テ
ィ
ラ
ー
(
名
郡
一
一
§
↓
遥
一
R
)
の
助
一
冨
の
も
と

に
新
島
自
身
が
設
計
し
た
と
伝
え
る
。
た
だ
、
テ
ィ

ラ
ー
は
明
治
九
年
三
月
か
ら
五
月
下
旬
ま
で
同
志
社

英
学
校
の
教
師
と
し
て
勤
め
、
そ
の
後
神
戸
に
移
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
宅
の
設
計
に
関
わ
り
を
も
っ

て
い
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
期
間
的
に

み
て
ど
の
程
度
彼
の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
は

疑
問
で
あ
る
。

の
北
側
に
付
属
す
る
差
し
か
け
屋
根
の
平
家
部
分
と

か
ら
な
る
。
居
{
至
部
分
は
各
階
三
方
に
べ
ラ
ソ
ダ
を

ま
わ
し
て
等
間
隔
に
柱
を
建
て
、
開
口
部
に
は
す
べ

て
引
き
戸
ま
た
は
開
き
戸
の
鎧
戸
を
装
置
し
て
、
外

観
的
に
は
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ス
タ
イ
ル
を
基
本
と
す
る

゛
、
、

ベ
ラ
ソ
グ
柱
列
を
角
柱
と
し
、
外
壁
を
下
見
板

力張
で
な
く
漆
喰
仕
上
げ
と
す
る
な
ど
、
簡
略
化
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
細
部
装
飾
が
ほ
と
ん
ど
な

、

真
壁
の
白
い
壁
面
に
配
さ
れ
た
茶
褐
色
の
木
部

くが
単
純
明
快
な
美
し
さ
を
見
せ
て
い
る
。

居
室
部
分
内
部
は
、
一
階
に
客
間
・
食
堂
・
居
間

書
斎
が
、
ま
た
二
階
に
は
寝
室
等
四
室
が
配
さ
れ

.て
い
る
。
客
間
は
板
敷
き
で
、
南
東
隅
に
暖
炉
を
備

え
る
。
食
堂
は
北
寄
り
半
間
通
を
板
敷
き
と
す
る
ほ

か
は
畳
が
敷
か
れ
、
ほ
ぽ
中
央
に
掘
り
ご
た
つ
が
設

け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
補
で
あ
る
。
居
間
は

大
半
を
四
畳
半
の
茶
室
が
占
め
る
が
、
こ
れ
も
の
ち

に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
は
板
敷
き

で
あ
っ
た
。
書
斎
は
板
敷
き
、
壁
に
は
作
り
つ
け
の

本
棚
を
備
え
、
机
を
は
じ
め
と
す
る
家
具
類
も
残
さ

れ
て
い
て
当
時
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
食

堂
・
譜
斎
の
間
は
短
い
廊
下
と
な
り
、
箱
階
段
が
置

か
れ
て
い
る
。
二
階
は
板
敷
き
、
畳
敷
き
の
居
室
各

二
室
が
、
矩
折
り
に
の
び
る
中
廊
下
の
両
側
に
配
さ

旧
邸
の
建
築

旧
邸
は
木
造
二
階
建
の
居
室
部
分
と
、
さ
ら
に
そ
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れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
室
に
は
一
間
か
ら
一
間

半
の
押
入
が
付
く
。
建
具
は
開
き
戸
と
襖
が
混
用
さ

れ
て
い
る
。

平
家
部
分
は
西
面
に
簡
略
な
式
台
構
の
玄
関
を
開

き
、
奥
は
半
間
幅
の
廊
下
に
沿
っ
て
階
段
、
台
所
、

風
呂
、
便
所
な
ど
が
並
ぶ
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
建
物
は
新
島
自
身
が

設
計
に
携
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
だ
と
す
る
と
ア
メ

り
力
留
学
の
長
か
っ
た
彼
が
ア
メ
リ
カ
の
生
活
ス
タ

イ
ル
を
自
邸
に
取
り
入
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
な

で
は
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
、

0

L自
邸
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
建
築
的
表
現
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
一
に
椅
子
式

生
活
の
導
入
、
つ
ぎ
に
各
室
の
独
立
性
が
高
い
平
面

計
画
の
採
用
、
と
い
う
二
点
に
示
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
0

わ
が
国
は
伝
統
的
に
畳
の
上
に
直
に
座
る
座
式
生

活
で
あ
っ
た
が
、
新
島
は
自
邸
に
お
い
て
椅
子
式
生

活
の
導
入
を
は
か
り
、
そ
の
た
め
に
一
部
を
除
い
て

各
室
を
板
敷
き
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
は

完
全
に
洋
風
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
上
足
で
、
畳
を
敷
く
代
わ
り
に
板
敷
き
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
日
本
の
風
士
に
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
い
ぇ
よ
う
0

つ
ぎ
に
平
面
計
画
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
伝

統
的
な
住
居
で
は
他
の
部
屋
を
通
っ
て
し
か
奥
の
部

屋
に
h
け
な
か
っ
た
が
、
廊
下
を
部
屋
と
部
屋
の
間

に
通
す
こ
と
に
ょ
り
各
室
の
独
立
性
を
確
保
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
平
家
部
分
で
は
、
玄
関
か
ら
奥
に
の

び
る
廊
下
に
沿
っ
て
台
所
を
は
じ
め
と
す
る
各
室
が

配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
居
室
部
分
一
階
で
は
、
他
の

部
屋
を
通
ら
ず
に
書
斎
・
居
間
に
行
く
た
め
に
は
東

側
の
べ
ラ
ソ
グ
を
通
ら
ざ
る
を
え
ず
、
動
線
計
画
に

多
少
難
が
見
ら
れ
る
が
、
二
階
は
矩
折
り
の
中
廊
下

を
採
用
す
る
こ
と
に
ょ
り
合
理
的
に
処
理
さ
れ
て
お

り
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
各
室
の
独
立
性
が
か
な
り

保
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
暖
炉
・
洋
式
便
所
等
の
近
代
設
備
の
導

入
、
長
押
の
廃
止
な
ど
に
も
進
ん
だ
点
が
見
ら
れ
る
。

日
本
に
お
け
る
住
宅
の
本
格
的
な
洋
風
化
は
明
治1階霄斎 家県もほ乞んΣそのま主に残されて船り,当時の

雰囲気をよく伝えている。
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家具配置の復原表

室名 名ロロ

客問六血卓子
小椅子
小椅子
オルガン
スツール

簾長椅子
第肘掛椅子
鰭小楠子
節丸卓子

斎 机

回転柵子
書棚
脇机
ガラス戸棚
本棚
本棚
本棚
本棚
書類棚

類棚

書類棚
新聞挟み

居問丸卓子
寝椅子階
帳箪笥

壁掛鏡
(しょく)
眉風
類整理笥

食堂拡張卓子
配開台
小楠子
角卓子

台所台所戸棚
戸棚
脚打折敷

夫妻寝室へット
ヘ'ノド

洗面台^

洗面器
壁掛鏡
棚

フロアスタンド
階

客用理室折り畳みへソド

和室鍍台

※は後にかれたものを示す。

風呂

便所

新島

客用寝室

厘,互圏
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後
期
の
住
宅
改
良
運
動
に
始
ま
る
が
、
こ
こ
で
は
明

治
初
年
と
い
う
早
い
時
期
に
こ
う
し
た
洋
風
化
が
行

な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の

洋
風
化
は
単
に
純
粋
な
洋
風
建
築
を
日
本
に
持
ち
込

む
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
箱
階
段
や
襖
の
使
用
な

ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
わ
ぱ
「
日
本
的
L
 
洋
風

化
で
あ
っ
た
と
い
ぇ
よ
う
0

旧
邸
の
家
具

建
築
の
な
か
の
家
具
は
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ

と
が
少
な
か
っ
た
が
、
住
宅
と
く
に
洋
風
住
宅
に
お

い
て
は
、
家
具
を
備
え
て
は
じ
め
て
そ
の
住
宅
の
使

、
、
、

用
が
可
能
と
な
る
。
家
具
の
な
い
が
ら
ん
と
し
た
部

屋
で
は
、
そ
れ
が
ど
ぅ
い
う
部
屋
な
の
か
さ
え
わ
か

ら
な
い
。
家
具
が
お
か
れ
て
は
じ
め
て
そ
の
住
宅
本

来
の
機
能
を
発
揮
す
る
わ
け
で
、
家
具
は
建
築
と
密

接
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
建
築
の
文

化
財
指
定
に
お
い
て
は
作
り
つ
け
の
も
の
を
除
き
、

家
具
は
指
定
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

建
築
が
保
存
さ
れ
て
も
な
か
の
家
具
が
保
存
さ
れ
な

け
れ
ば
、
そ
の
価
値
は
半
減
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

に
家
具
の
保
存
の
意
義
が
あ
る
。
そ
こ
で
京
都
市
で

は
、
新
島
襄
旧
邸
の
な
か
に
残
さ
れ
て
い
る
家
具
に

つ
い
て
も
建
築
と
一
体
の
も
の
と
と
ら
え
、
附
と
し

て
指
定
を
お
こ
な
っ
た
。

旧
邸
に
は
、
明
治
二
十
二
年
に
新
島
が
没
っ
し
た

の
ち
も
八
重
夫
人
が
昭
和
七
年
(
一
九
三
三
に
永

眠
す
る
ま
で
住
ん
で
お
り
、
家
具
は
こ
の
住
宅
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
と
き
の
も
の
で
、
五
十
八
点
を
数

え
る
大
部
分
が
新
島
襄
の
生
前
に
備
え
ら
れ
、
一

部
新
島
の
没
後
に
夫
人
が
使
っ
て
い
た
も
の
が
含
ま

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
旧
邸
が
洋
風
を
基
本
と
し
な

が
ら
日
本
の
伝
統
的
手
法
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
洋
家
具
だ
け
で
な
く
、
約
半
数
を
和
風
家
具

が
占
め
て
い
る
。
洋
家
具
の
う
ち
外
国
製
の
も
の
は

九
点
で
主
と
し
て
フ
メ
リ
カ
製
で
、
こ
れ
は
新
島
が

ア
メ
リ
カ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
友

人
な
ど
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

こ
れ
ら
の
家
具
は
、
新
島
お
よ
び
夫
人
の
日
常
生

活
や
考
え
方
を
反
映
し
、
そ
の
簡
素
な
屋
内
意
匠
に

よ
く
調
和
し
て
い
る
。
ま
た
、
残
存
す
る
も
の
が
少

な
い
明
治
初
期
か
ら
中
期
の
も
の
が
多
く
、
と
く
に

国
産
の
洋
家
具
に
つ
い
て
は
明
治
初
期
に
お
け
る
家

具
技
術
を
示
す
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る

旧
邸
は
京
都
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
歴

史
的
遺
産
で
あ
り
、
こ
れ
を
こ
れ
ま
で
守
ら
れ
て
き

た
同
志
社
の
苦
労
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
。
ま
た
、
近
く
修
理
も
予
定
さ
れ
て
い
る

今
後
と
も
、
大
切
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の

で
あ
る
。

新
島
襄
は
、
今
日
の
「
学
問
都
市
」
京
都
の
基
礎

を
築
い
た
一
人
で
あ
り
、
そ
の
旧
邸
は
近
代
京
都
を

示
す
い
わ
ば
「
証
人
」
と
い
ぇ
る
。
こ
の
意
味
で
、

(
京
都
市
文
化
観
光
局
文
化
部
文
化
財
保
護
課
動
壱

表
紙
の
言
葉

同
志
社
の
今
出
川
校
地
に
は
美
し
い
、
風
格

を
感
じ
さ
せ
る
建
物
が
い
く
つ
か
あ
る
。
キ
ャ

ソ
.
ハ
ス
を
歩
い
て
い
る
と
楽
し
い
。
見
慣
れ
た

と
こ
ろ
な
の
に
、
と
き
に
は
っ
と
す
る
風
景
に

で
あ
う
こ
と
が
あ
る
。
い
っ
だ
っ
た
か
、
ゲ
ス

ウ
ス
か
ら
宗
教
セ
ソ
タ
ー
の
方
を
み
た

ト
.
と
き
、
ク
ラ
ー
ク
館
の
塔
と
甍
が
実
に
新
鮮
に

映
っ
た
。
黒
く
沈
ん
だ
甍
は
風
雪
に
耐
え
て
、

「
自
然
L
 
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
風

景
を
私
の
眼
に
し
っ
か
り
と
焼
き
付
け
て
お
こ

う
と
思
っ
た
0

ノ'、
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菓
子
の
か
北
ち

和
菓
子
を
見
る
と
、
「
ま
あ
、
き
れ
い
お
い
し

そ
う
O
L
 
と
口
に
出
し
て
し
ま
う
0
 
菓
子
の
第
一
印

象
は
か
た
ち
と
色
で
あ
る
。
菓
子
を
研
究
し
始
め
て

か
ら
既
に
十
七
年
を
経
た
が
、
こ
の
間
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
菓
子
の
か
た
ち
に
関
心
を
持
っ
て
き
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
も
と
も
と
化
学
の
教
師
と
し
て

同
志
社
に
入
っ
た
の
で
、
菓
子
を
研
究
す
る
な
ど
と

は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
同
志
社
に

入
っ
て
み
る
と
、
化
学
の
授
業
だ
け
で
は
ダ
メ
な
こ

と
は
す
ぐ
分
か
っ
て
き
た
。
会
議
な
ど
で
顔
を
合
わ

せ
る
度
に
、
四
人
の
女
教
授
か
ら
「
家
政
学
を
勉
強

し
て
下
さ
い
ね
。
」
と
、
一
言
わ
れ
、
一
言
わ
れ
し
て
、

林

五
、
六
年
色
々
や
っ
て
い
る
う
ち
に
思
い
つ
い
た
の

が
和
菓
子
で
あ
る
。
和
菓
子
な
ら
ぱ
、
農
学
部
の
食

品
工
学
科
の
研
究
と
も
、
ま
た
、
家
政
学
部
の
調
理

学
の
研
究
と
も
競
合
せ
ず
、
独
自
の
研
究
領
域
を
持

つ
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
今
か
ら
思
え
ば
、
良
い
着

想
だ
っ
た
と
い
ぇ
る
0

し
か
し
、
実
際
に
研
究
を
始
め
る
と
な
る
と
、
ど

こ
か
ら
手
を
つ
け
て
良
い
の
か
、
ま
っ
た
く
手
が
か

り
が
な
か
っ
た
時
に
、
高
家
謙
次
氏
の
指
導
を
受
け

ら
れ
た
の
は
幸
せ
で
あ
っ
た
。
氏
は
菓
子
製
造
に
つ

い
て
優
れ
た
技
術
を
持
ち
、
特
に
有
平
糖
に
つ
い
て

は
当
時
、
わ
が
国
の
和
菓
子
業
界
の
中
で
、
ト
ど
フ

の
技
術
を
持
っ
た
方
で
あ
る
。

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
落
雁
で
あ
る
。
落
雁
は

み
じ
ん
粉
(
米
粉
)
と
砂
糖
に
、
し
と
り
を
加
え
て
成

型
し
、
乾
燥
す
る
と
い
う
だ
け
の
製
造
工
程
で
、
蒸

す
と
か
、
焼
く
と
か
の
加
熱
作
業
が
な
い
の
で
、
そ

れ
だ
け
簡
単
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
取
り
組
ん
だ
落
雁

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
物
事
は
そ
ん
な
に
甘
い
も
の

で
は
な
い
。
作
業
が
簡
単
と
い
う
こ
と
は
、
ゴ
マ
カ

シ
が
利
か
な
く
て
、
製
造
技
術
の
巧
拙
が
モ
ロ
に
出

て
し
ま
う
と
い
、
つ
こ
と
で
あ
る
0
 
形
が
き
ち
ん
と
整

つ
て
い
て
、
し
か
も
、
口
ど
け
の
良
い
落
雁
は
プ
ロ

の
手
に
か
か
れ
ば
、
無
造
作
に
出
来
上
が
る
の
だ
が
、

そ
こ
ま
で
い
く
の
に
大
変
な
苦
心
で
あ
る
。
口
ど
け

を
良
く
す
れ
ぱ
、
形
が
き
れ
い
に
仕
上
が
ら
な
い
。

形
を
よ
く
し
ょ
う
と
す
れ
ば
、
歯
が
欠
け
る
ほ
ど
硬

く
な
る
と
い
う
わ
け
で
、
ま
と
も
な
落
雁
が
出
来
る

よ
う
に
な
る
迄
に
は
一
年
ほ
ど
か
か
っ
た
が
、
こ
れ

が
菓
子
の
形
に
こ
だ
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
で
あ

る
0
と
こ
ろ
が
、
落
雁
を
扱
っ
て
い
て
の
発
見
は
、
落

雁
は
少
な
く
と
も
数
百
年
に
わ
た
る
歴
史
を
も
ウ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
で
最
初
に
落
雁

を
作
っ
た
と
い
う
伝
承
を
持
っ
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、

落
雁
も
、
や
は
り
饅
頭
、
羊
獎
と
同
様
に
、
中
国
か

淳
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ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

中
国
の
元
の
時
代
に
編
集
さ
れ

た
「
居
家
必
用
事
類
全
集
」
の

中
に
落
雁
の
原
型
と
思
わ
れ
る

も
の
が
出
て
い
る
。
宋
の
王
朝

が
滅
び
て
元
の
時
代
に
な
っ
た

時
、
そ
れ
ま
で
の
家
政
に
関
す

元
0
調
直

る
知
識
が
失
わ
れ
る
の
を
憂
い

髄
子

て
、
家
政
学
ハ
ソ
ド
プ
"
ク
と

ツ
井
シ

し
て
編
集
さ
れ
た
の
が
、
こ
の

書
で
あ
る
が
、
こ
の
書
の
「
庚

集
十
三
回
回
食
品
L
 
の
項
に
あ

ダ
ン

キ

る
「
哈
耳
尾
L
 
(
ハ
ル
ウ
ニ
イ
)

團
喜

の
製
法
は
、
「
乾
い
た
麦
粉
を

よ
く
妙
っ
て
ふ
る
い
を
通
し
、

蜜
を
加
え
、
少
し
水
を
加
え
て

形
を
作
り
、
刀
で
切
る
。
」
と
あ
る
。
現
在
の
落
雁

は
米
粉
で
作
る
の
が
多
い
が
、
爰
粉
を
用
い
た
麦
落

雁
も
現
に
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
製
法
か
ら
い
っ
て

も
「
哈
耳
尾
L
 
は
落
雁
の
原
型
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
も
、
こ
の
「
哈
耳
尾
」
は
回
回
食
品
で
あ
る
が
、

回
回
食
品
と
は
回
數
徒
の
食
品
の
こ
と
で
あ
り
、
遠

く
西
域
の
地
か
ら
、
、
ソ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
て
中
国
に

伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
に
伝
来
し
、
さ
ら
に

二
樽
枝

⑨
ら
、
こ
の
時
代
の
菓
子
の
流
れ
を
た
ど
る
こ
と
も
し

て
い
る
話
を
兀
に
も
ど
し
て
、
落
雁
は
形
を
自
由
に
成
型

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
春
は
牡
丹
、
秋
は
菊
、

稲
穂
に
雀
な
ど
と
季
節
感
を
大
切
に
し
て
成
型
す
る

か
、
江
P
時
代
に
は
も
っ
と
大
型
の
風
最
人
物
等

゛
、
、

か
、
極
彩
色
の
落
雁
で
作
ら
れ
た
。
十
一
代
将
軍
家

.
、
、

斉
は
特
に
落
雁
を
好
み
、
五
十
種
ほ
ど
の
御
好
み
落

雁
の
名
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
も
の
の
形

を
作
っ
て
楽
し
む
菜
子
は
世
界
に
も
そ
れ
ほ
ど
多
く

は
な
い
。
ド
イ
ッ
菜
子
の
一
ゆ
穿
§
含
は
小
麦
粉

と
蜂
蜜
を
混
ぜ
て
焼
き
、
彩
色
し
た
美
し
い
菓
子
で

あ
る
が
、
着
色
し
た
粉
で
図
柄
を
表
現
す
る
落
雁
の

繊
細
さ
、
芸
術
性
に
は
及
ぱ
な
い
。
落
雁
の
原
型
の

あ
る
中
国
で
も
形
の
美
し
さ
は
あ
ま
り
求
め
な
い
よ

う
で
あ
る
。
日
本
人
は
も
の
の
形
を
作
る
こ
と
を
特

に
好
む
民
族
の
よ
う
で
、
こ
の
性
向
は
友
禅
染
に
も

現
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
も
の
の
形
を
作
っ
た
菓
子
は
落
雁
が
最

初
で
は
な
い
。
菓
子
は
も
と
は
果
子
で
あ
り
、
自
然

の
木
の
実
、
草
の
実
を
菜
子
と
し
て
い
た
日
本
人
が

始
め
て
知
っ
た
人
工
菓
子
は
奈
良
・
平
安
時
代
に
中

国
か
ら
波
来
し
た
唐
菓
子
(
か
ら
か
し
、
か
ら
く
だ

も
の
)
で
あ
る
。
唐
菓
子
は
小
麦
粉
、
米
粉
、
豆
粉

御
厨
子
需
、
竹
製

太
峅

手
一
一
サ
イ

J
 
御
厨
孟
須

、
'

わ
が
国
に
伝
来
し
た
の
は
も
っ
と
古
い
時
代
で
あ
ろ

う
が
、
「
居
家
必
用
事
類
全
集
L
 
の
中
に
回
回
食
口
叩
、

女
真
食
品
等
ま
で
記
載
し
た
の
は
、
西
域
の
地
ま
で

の
大
帝
国
を
作
っ
た
元
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
小
さ
な
菓
子
一
っ
に
も
東
西
交
流
史
の
は
る

か
な
流
れ
が
投
影
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
が
、

菓
子
の
歴
史
を
研
究
す
る
き
っ
か
け
で
あ
り
、
江
戸

時
代
百
七
十
年
分
の
京
都
御
所
か
ら
の
注
文
控
帳
か

力

ツ

観・

、
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な
ど
を
練
っ
て
油
で
揚
げ
た
菓
子
で
あ
る
が
、
私
達

の
祖
先
は
そ
れ
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
、
色
々
な
形
を

'
、
し
し
、
つ
し

作
っ
て
楽
し
ん
だ
。
唐
菓
子
八
種
は
梅
枝
、
桃
枝
、

,
0
 
こ
け
い
し
ん
て
ん
せ
い
ひ
ち
ら
つ
い
し
だ
ん
き

鵤
鯲
、
桟
心
、
靴
騰
、
輝
即
銀
子
、
團
鄭
を
い
い
、

こ
の
中
で
桂
心
は
肉
桂
の
香
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る

そ
の
他
は
そ
れ
ぞ
れ
も
の
の
形
を
、
す
な
わ
ち
、

゛
、
、
力ウ
メ
の
枝
、
モ
モ
の
枝
、
鶴
鮒
父
ク
モ
ム
、
ソ
)
、
ヘ

そ
、
銅
羅
(
鱈
入
り
)
、
芋
の
子
、
団
子
の
形
を
作
っ

て
い
る
。
唐
菓
子
は
こ
の
他
に
も
あ
り
、
粉
熟
(
ふ

ず
く
、
ふ
ん
じ
ゅ
く
)
は
哈
耳
尾
と
ほ
ぽ
同
じ
製
法

で
あ
る
。

鎌
倉
・
室
町
の
頃
に
伝
来
し
た
羊
菱
な
ど
奨
の
類

も
、
も
の
の
形
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
羊
美

は
小
豆
飴
に
小
麦
粉
な
ど
を
加
え
て
こ
ね
て
蒸
し
た

蒸
羊
菱
で
あ
る
。
庭
訓
往
来
、
尺
素
往
来
な
ど
に
は
、

禅
宗
寺
院
に
お
け
る
点
心
の
種
類
と
し
て
、
笋
羊
羨
、

猪
葵
、
糟
鶏
美
、
篭
美
、
白
魚
美
の
名
が
見
え
る
。

こ
れ
は
禅
宗
の
僧
が
猪
や
魚
の
莞
を
食
べ
た
と
考
え

る
よ
り
は
、
羊
美
で
タ
ケ
ノ
コ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

形
を
作
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
安
士
桃
山
時
代
に
南
蛮
人
に
ょ
っ
て
有

平
糖
が
伝
来
し
た
。
有
平
糖
は
白
砂
糖
か
ら
作
ら
れ

る
飴
で
、
自
由
に
も
の
の
形
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
。

江
戸
期
に
は
大
名
に
献
上
さ
れ
た
右
平
糖
の
大
鯛
が

割
れ
て
、
中
に
詰
ま
っ
て
い
た
賄
路
の
小
判
が
露
見

し
た
事
件
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
大
型
の
有
平
細
工
の

技
術
が
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

文
化
・
文
政
期
に
は
和
菓
子
の
技
術
は
ほ
ぽ
完
成

し
、
鱈
に
小
麦
粉
な
ど
を
加
え
て
腰
を
強
く
し
て
、

細
工
し
た
菓
子
の
形
が
だ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
さ

ら
に
菓
子
は
精
巧
に
な
っ
た
。
京
都
の
和
菓
子
屋
に

は
い
ま
で
も
そ
の
し
き
た
り
を
守
っ
て
い
る
店
が
あ

る
が
、
以
前
は
菓
子
は
注
文
生
産
で
、
客
か
く
る
と

菓
子
の
見
本
帳
(
菓
子
図
譜
)
を
見
せ
て
注
文
を
取
っ

た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
中
期
以
後
の
菓
子
図
譜
十
七

種
二
五
冊
に
載
っ
て
い
る
菜
子
の
図
四
五
三
三
図
の

中
で
外
形
が
角
型
の
二
0
0
九
種
に
つ
い
て
み
る

と
、
菊
と
か
鶴
な
ど
動
物
の
形
の
入
っ
た
図
は
四
三

九
図
で
五
分
の
一
以
上
に
な
り
、
そ
の
他
に
月
、
雲
、

山
な
ど
の
図
柄
も
多
い
か
ら
、
日
本
人
が
実
在
す
る

も
の
の
形
に
い
か
に
執
着
し
て
い
る
か
が
分
か
る
。

も
っ
と
写
実
的
な
菓
子
と
し
て
、
菓
子
に
関
す
る
行

事
に
つ
い
も
出
品
さ
れ
る
工
芸
菓
子
は
ま
さ
に
食
べ

ら
れ
る
芸
術
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
菓
子
の
世
界
に
関
係
し
て
、
い
つ
し

か
柴
子
の
形
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

形
と
い
っ
て
も
芸
術
性
で
は
な
く
て
、
形
そ
の
も
の

で
あ
る
。
菓
子
全
体
の
形
、
表
面
の
様
子
、
割
れ
口

は
菓
子
の
か
た
さ
、
口
あ
た
り
、
口
ど
け
と
い
う
よ

う
な
菓
子
の
お
い
し
さ
に
つ
い
て
情
報
を
与
え
て
く

れ
る
。
十
倍
か
ら
五
十
倍
の
顕
微
鏡
で
見
れ
ば
、
も

つ
と
詳
し
い
情
報
が
得
ら
れ
る
。
こ
こ
で
数
百
倍
以

上
、
あ
る
い
は
一
万
倍
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
倍
率

を
考
え
て
は
い
け
な
い
。
私
た
ち
の
舌
で
、
あ
る
い

は
手
で
区
別
で
き
る
の
は
.
一
か
ら
せ
い
ぜ
い
0

0
五
血
程
度
で
あ
り
、
も
っ
と
大
き
な
倍
率
が
必

.要
に
な
る
の
は
わ
た
し
た
ち
の
咸
覺
か
ら
切
り
雌
さ

れ
た
世
界
で
あ
る
。
落
雁
や
、
ク
ギ
ー
を
割
っ
た

と
き
の
割
れ
口
の
形
か
ら
、
材
料
の
一
様
さ
、
か
か

つ
た
力
の
一
様
さ
、
静
か
に
力
を
か
け
た
の
か
、
急

に
力
を
か
け
た
の
か
が
分
か
り
、
口
の
中
で
の
砕
け

方
が
予
想
で
き
る
。
.
ハ
イ
も
切
っ
た
と
き
の
断
面
の

形
か
ら
出
来
ぱ
え
が
分
か
り
、
お
い
し
さ
が
予
測
で

き
る
が
、
饅
頭
や
羊
美
と
な
る
と
断
面
か
ら
お
い
し

さ
は
予
想
で
き
な
い
。
パ
イ
は
中
に
隙
間
が
あ
り
、

.
、ノ

多
孔
質
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
多
孔
質
の
構
造
が
お

い
し
さ
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
る
0
 
ク
ッ
キ
ー
も

落
雁
も
多
孔
質
で
あ
る
が
、
羊
焚
は
中
に
隙
間
は
な

羊
美
な
ど
非
多
孔
質
の
も
の
の
お
い
し
さ
は
別

、

くの
考
え
が
必
要
で
あ
る
。

饅
頭
は
皮
の
部
分
は
多
孔
質
で
、
皮
だ
け
を
蒸
し

允
と
き
の
膨
張
の
過
程
を
連
続
撮
影
し
九
こ
と
も
あ
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る
ク
;
ー
を
焼
く
と
生
地
の
中
に
気
泡
が
で
き

て
、
多
孔
質
と
な
る
。
ク
;
1
生
地
の
中
の
気
泡

の
状
態
を
、
生
焼
け
の
状
態
か
ら
、
十
分
焼
き
上
っ

た
状
態
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
断
面
を
見
て
い
く
と
、
ま
ず

表
面
に
平
行
に
細
長
い
気
泡
が
現
れ
、
次
第
に
気
泡

の
厚
み
が
増
し
、
さ
ら
に
培
焼
が
進
む
と
、
細
長
い

気
泡
は
縦
方
向
に
つ
な
が
っ
て
長
い
気
泡
と
な
り
、

こ
れ
が
膨
張
し
て
大
き
な
気
泡
と
な
る
。
落
雁
の
多

孔
質
構
造
は
ク
ッ
キ
ー
と
は
成
因
が
ま
っ
た
く
異
な

り
、
米
の
粉
と
砂
糖
の
粒
子
が
圧
縮
さ
れ
て
、
残
っ

た
隙
間
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
三
十
五
倍
の

電
子
顕
微
鏡
で
見
る
と
、
米
の
粉
と
砂
糖
粒
子
の
問

に
橋
か
か
か
っ
て
い
る
。
落
雁
を
作
る
と
き
に
、
砂

糖
蜜
(
し
と
り
)
を
少
し
加
え
て
採
む
作
業
が
あ
る

.
、
、

こ
の
作
業
の
間
に
粒
子
同
士
に
液
体
の
砂
糖
蜜

力で
橋
か
か
か
り
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
乾
燥
し

て
落
雁
が
出
来
る
こ
と
が
分
か
る
。
砂
糖
蜜
に
よ
る

橋
の
か
か
り
方
が
落
雁
の
品
質
を
決
め
る
も
の
で
あ

り
、
菓
子
職
人
の
修
行
の
一
っ
は
、
必
要
に
し
て
十

分
な
橋
を
か
け
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。

日
本
人
は
物
の
か
た
ち
に
こ
だ
わ
る
民
族
で
あ
る

゛
、
、

物
の
か
た
ち
も
追
求
し
て
い
く
と
、
ま
た
新
し

力い
学
問
の
世
界
が
開
け
る
も
の
で
あ
る
。(
女
子
大
学
教
返

(
大
学
校
地
学
術
関
査
委
員
会
調
査
主
任
)

同
志
社
校
地
出
土
の
埋
蔵
文
化
財
⑭鈴
木
重
治

「
多
様
な
徳
利
類
」

ナ
し

こ
こ
に
示
し
た
信
讐
則
列
右
端
)
、
丹
波
(
後

列
右
三
個
)
、
備
曹
剛
列
中
央
三
個
)
な
ど
の
中

世
六
古
窯
系
の
資
料
と
、
肥
前
の
古
伊
万
里
(
前

列
左
手
前
)
、
唐
津
の
徳
利
を
み
て
も
、
時
代
差

技
法
の
違
い
な
ど
が
形
態
上
の
特
徴
と
と
も
に
指

摘
さ
れ
る
。

中
央
手
前
の
備
前
の
船
徳
利
の
形
態
は
、
中
世

以
来
の
伝
統
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
口
緑
部
の
立

ち
上
り
を
盤
状
に
造
り
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
良

く
時
代
の
特
徴
を
示
し
て
い
て
、
左
隣
り
の
布
袋

徳
利
の
貼
り
付
都
と
と
も
に
備
前
焼
の
新
取
性

を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

信
楽
焼
に
み
る
き
め
の
こ
ま
か
い
胎
土
に
長
石

粒
を
含
む
も
の
と
、
丹
波
焼
の
露
胎
部
(
釉
の
か

か
ら
な
い
部
分
)
で
み
る
胎
士
の
差
も
火
き
い
。

信
楽
の
土
が
古
琵
琶
湖
の
湖
底
堆
積
物
を
主
体
と

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
丹
波
の
土
が
田
土
と
山

士
の
、
調
合
に
ょ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

唐
津
の
鉄
釉
に
も
、
赤
味
の
あ
る
は
だ
と
と
も

に
個
性
か
見
出
せ
る
。
古
伊
万
里
の
磁
質
の
は
だ

は
、
単
に
そ
の
白
さ
の
み
で
魅
せ
ら
れ
る
こ
と
は

公
家
屋
敷
や
寺
院
の
境
内
で
あ
っ
た
今
出
川
キ

十
ソ
パ
ス
か
ら
は
、
多
量
の
徳
利
が
出
士
し
て
い

る
。
多
種
多
様
な
徳
利
を
観
察
し
て
い
る
と
、
生

産
地
に
ょ
る
形
態
の
差
以
上
に
、
時
代
に
よ
る
製

作
技
法
の
差
や
伝
統
的
な
技
法
の
継
承
が
生
産
地

に
ょ
っ
て
違
、
つ
こ
と
が
わ
か
る
0
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